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応
し
て
い
く
こ
と

を
要
請
。

動
線
を
分
離

（
空
間
的
動
線
分

離
）
す
る
他
、
一

日
の
う
ち
あ
ら
か

じ
め
時
間
を
設
定

（
時
間
的
動
線
分

離
）
し
て
発
熱
患

者
の
受
け
入
れ
を

す
る
こ
と
も
可
能

で
あ
り
、
動
線
を

分
離
し
て
発
熱
患

者
等
専
用
の
診
察

室
を
設
け
る
場
合

は
、
プ
レ
ハ
ブ
・

簡
易
テ
ン
ト
・
駐

車
場
等
で
診
療
す
る
場
合
を

含
む
と
し
た
。

ま
た
、
診
療
・
検
査
医
療
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中
川
俊
男
会
長
は
10
月
７

日
、
日
本
医
師
会
館
に
改
め

て
就
任
あ
い
さ
つ
に
訪
れ
た

田
村
憲
久
厚
生
労
働
大
臣
と

会
談
を
行
っ
た
。

会
談
の
中
で
、
中
川
会
長

は
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
に
関
す

る
日
本
医
師
会
の
考
え
を
説

明
す
る
と
と
も
に
、
現
在
行

わ
れ
て
い
る
オ
ン
ラ
イ
ン
健

康
相
談
に
関
し
て
、
（
１
）

国
と
し
て
定
義
の
明
確
化
を

行
う
、
（
２
）
省
庁
横
断
に

よ
る
指
針
の
作
成
、
（
３
）

業
界
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作

成
、
（
４
）
利
用
者
リ
テ
ラ

シ
ー
の
向
上
や
本
人
認
証
の

徹
底
等
、
シ
ス
テ
ム
面
で
の

整
備

─
等
を
要
求
。
「
オ

ン
ラ
イ
ン
診
療
に
つ
い
て
日

本
医
師
会
は
後
ろ
向
き
だ
と

言
わ
れ
て
い
る
が
、
決
し
て

そ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
い
。

技
術
な
ど
の
進
歩
に
合
わ
せ

て
、
で
き
る
範
囲
か
ら
少
し

ず
つ
着
実
に
進
め
て
い
く
と

い
う
こ
と
が
日
本
医
師
会
の

基
本
的
な
ス
タ
ン
ス
で
あ

る
」
と
述
べ
、
理
解
を
求
め

た
。こ

れ
に
対
し
て
、
田
村
厚

労
大
臣
は
、
「
こ
の
問
題
に

関
し
て
は
、
今
後
も
日
本
医

師
会
と
相
談
し
な
が
ら
や
っ

て
い
き
た
い
」
と
し
、
引
き

続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
へ
の
対
応
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
点
に
お
い
て
両
者

が
協
力
し
て
い
く
こ
と
を
確

認
し
た
。

　中川俊男会長と釜萢敏常任理事は10月14日の定
例記者会見で、季節性インフルエンザや新型コロナ
ウイルス感染症の流行を踏まえた発熱患者の診療
を担う医療機関の確保に向け、「診療・検査医療機
関（仮称）」や「発熱外来診療体制確保支援補助金」
の概要について説明。各地域の実情に応じ、でき
るだけ多く、発熱患者の診療を担うことのできる医
療機関を確保して欲しいと呼び掛けた。

中
川
会
長
は
、
ま
ず
、
各

医
療
機
関
に
お
い
て
、
①
発

熱
患
者
の
診
療
を
担
う
か
ど

う
か
②
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

検
査
に
ど
の
よ
う
に
対
応
す

る
か
③
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
検
査
に
ど
の
よ
う
に
対

応
す
る
か

─
を
検
討
し
、

そ
れ
ぞ
れ
可
能
な
範
囲
で
対

者
に
対
応
す

る
た
め
の
曜

日
・
時
間
設

定
に
伴
う
診

療
日
・
診
療

時
間
の
変
更

届
の
提
出
は

不
要
で
あ
る
こ
と
を
強
調
。

発
熱
患
者
に
対
す
る
時
間
的
・

空
間
的
動
線
分
離
が
設
定
で

き
る
医
療
機
関
は
、「
診
療
・

検
査
医
療
機
関
（
仮
称
）」

と
し
て
手
挙
げ
し
、
都
道
府

県
に
よ
る
指
定
を
受
け
る
こ

と
に
な
る
と
概
説
し
た
。

ケース2（1日7時間のうち2時間を発熱外来にするケース）
発熱外来 2時間 基準発熱患者 5.7人
発熱外来の発熱患者 0人 補助対象患者 5.7人

補助単価 13,447円／人
・新型コロナウイルス感染症及びインフルエンザを疑った場合。処方あり（院外処方）。

1日5時間一般外来、1日2時間発熱外来で発熱外来の患者が0人でも、発熱外来2
時間で約5.7人の発熱患者が受診したとみなします。収入は「基準発熱患者5.7人分
の補助金＋一般外来の診療報酬」です。このケースは患者0人なので診療報酬はあり
ません。

0 円
76,648 円

76,648 円
＋

5 時間分の一般外来収入

点数 総点数
初診料（加算は省略） 288 0
院内トリアージ実施料 300 0
SARS-CoV-2 抗原検出 検査実施料 600 0
インフルエンザウイルス抗原定性 検査実施料 139 0
免疫学的検査判断料 144 0
鼻腔・咽頭拭い液採取 5 0
処方箋料 68 0
一般名処方加算 2 5 0

発熱外来の診療報酬計（点） － 0
① 発熱外来の診療報酬収入（診療報酬計 ×10円）
② 発熱外来補助金（補助対象者数 × 補助単価）

発熱外来収入 ①＋②

ケース3（1日7時間のうち2時間を発熱外来にするケース）
発熱外来 2時間 基準発熱患者 5.7人
発熱外来の発熱患者 0人 補助対象患者 3.7人
発熱外来の一般患者（高血圧症）2人 補助単価 13,447円／人

1日5時間一般外来、1日2時間発熱外来としたものの、発熱患者0人で、発熱外来2
時間の間にやむを得ず一般外来の患者2人が受診された場合、診察は可能ですが、
この場合も2時間分の基準発熱患者5.7人から2人を差し引いた3.7人分の補助にな
ります。収入は、「発熱外来で診た一般患者2人の診療報酬＋基準発熱患者からの差
し引き3.7人分の補助金＋一般外来の診療報酬」です。

総点数
再診料 146
外来管理加算 104
特定疾患療養管理料 450
処方箋料 136
特定疾患処方管理加算２ 132
一般名処方加算 2 10

発熱外来の診療報酬計（点） 978
① 発熱外来の診療報酬収入（診療報酬計 ×10円） 9,780
② 発熱外来補助金（補助対象者数 × 補助単価） 49,754

発熱外来収入 ①＋② 59,534

＋

5 時間分の一般外来収入

点数
73
52

225
68
66

5
－

円
円

円

機
関
（
仮
称
）
に
指
定
さ
れ
た

こ
と
の
公
表
に
は
、
医
療
機

関
か
ら
の
希
望
を
受
け
た
上

で
、
都
道
府
県
と
地
域
医
師

会
と
の
協
議
・
合
意
を
経
て

行
う
も
の
で
あ
り
、
公
表
の

有
無
に
よ
り
補
助
金
支
給
額

に
差
異
は
生
じ
ず
、
発
熱
患

中
川
会
長
、釜
萢
常
任
理
事

                

地
域
の
実
情
に
応
じ
た

 
発
熱
患
者
受
け
入
れ
体
制
の
確
保
を
求
め
る

イ
ン
フ
ル
・
新
型
コ
ロ
ナ
の

      

同
時
流
行
を
踏
ま
え

中川会長
田村厚労大臣と
 オンライン診療等について
                             会談

一
方
、釜

常
任
理
事
は
、

「
令
和
２
年
度
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
流
行
期
に
お
け
る
発
熱

外
来
診
療
体
制
確
保
支
援
補

助
金
」
（
以
下
、
発
熱
外
来

補
助
金
）
に
つ
い
て
、
具
体

的
に
七
つ
の
ケ
ー
ス
（
ケ
ー

ス
２
、
３
は
別
掲
。
そ
れ
以

外
は
日
本
医
師
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
会
見
資
料
を
参
照
）
を

挙
げ
て
、
医
療
機
関
へ
の
補

助
金
が
ど
の
よ
う
に
な
る
の

か
を
詳
細
に
説
明
し
た
。

同
常
任
理
事
は
発
熱
外
来

補
助
金
に
つ
い
て
、
発
熱
患

者
を
診
れ
ば
診
る
ほ
ど
減
額

さ
れ
る
、
と
の
誤
解
が
あ
る

と
強
調
。
「
発
熱
外
来
補
助

金
の
理
念
は
、
医
療
機
関
が

診
療
体
制
を
整
備
し
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
発
熱
患
者
の

受
診
が
な
か
っ
た
場
合
で

も
、
一
定
の
条
件
の
下
で
補

助
金
が
受
け
ら
れ
る
と
い

う
、
『
空
床
確
保
』
と
同
様

の
考
え
方
で
あ
る
」
と
し
た

上
で
、
同
補
助
金
の
理
解
と

利
用
が
広
ま
る
こ
と
で
、
よ

り
多
く
の
医
療
機
関
の
手
挙

げ
が
促
さ
れ
、
発
熱
患
者
へ

の
対
応
が
各
地
域
に
お
い
て

可
能
と
な
る
こ
と
に
期
待
感

を
示
す
と
と
も
に
、
適
切
な

情
報
発
信
を
要
望
し
た
。
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■■■■■■■■

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
に
関
す
る

三
大
臣
合
意
を
受
け
て

■■■■■■■■

オ
ン
ラ
イ
ン
健
康
相
談
の

定
義
の
明
確
化
等
を
要
請

■■■■■■■■

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
時
の

 

医
師
資
格
と

本
人
確
認
に
つ
い
て

10
月
7
・
14
日

る
」
と
強
調
。

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
に
関
す

る
日
本
医
師
会
の
ス
タ
ン
ス

に
つ
い
て
は
、
「
解
決
困
難

な
要
因
に
よ
っ
て
、
医
療
機

関
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
制
限
さ

れ
て
い
る
場
合
に
、
対
面
診

療
を
補
完
す
る
も
の
」
と
い

う
考
え
で
あ
る
こ
と
に
変
わ

り
な
い
と
し
た
上
で
、
安
全

性
と
信
頼
性
は
、
か
か
り
つ

け
医
及
び
か
か
り
つ
け
医
機

能
を
基
軸
に
す
る
べ
き
と
の

考
え
を
示
し
た
。

そ
の
上
で
、
利
便
性
の
み

を
優
先
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
診

療
の
推
進
に
よ
っ
て
、
医
療

の
質
の
低
下
が
起
こ
る
こ
と

を
憂ゆ

う
り
ょ慮
。
今
後
、
厚
労
省
の

「
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
適
切

な
実
施
に
関
す
る
指
針
の
見

摘
。
具
体
的
に
は
、
ニ
セ
医

師
の
不
適
切
な
医
療
に
よ
る

患
者
の
健
康
被
害
の
発
生
、

患
者
に
よ
る
薬
剤
の
不
正
入

手
や
健
康
保
険
の
不
正
使
用

な
ど
が
考
え
ら
れ
る
と
し

て
、
「
医
師
資
格
及
び
本
人

確
認
を
よ
り
厳
密
に
行
う
必

要
性
が
あ
る
」と
強
調
し
た
。

ま
た
、
同
日
の
記
者
会
見

で
中
川
俊
男
会
長
が
説
明
を

行
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
健
康
相

談
に
つ
い
て
も
、
「
な
り
す

ま
し
の
リ
ス
ク
に
留
意
す
べ

き
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。

次
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療

に
関
す
る
厚
生
労
働
省
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
で
あ
る
「
オ
ン

ラ
イ
ン
診
療
の
適
切
な
実
施

中
川
会
長
は
、
デ
ジ
タ
ル

化
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
の
技
術
進
歩

に
伴
い
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
活

用
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
改

め
て
賛
意
を
示
し
た
上
で
、

そ
の
推
進
の
た
め
に
は
丁
寧

な
議
論
が
必
要
で
あ
る
と
し

て
、
日
本
医
師
会
の
考
え
を

説
明
し
た
。

中
川
会
長
は
ま
ず
、
オ
ン

ラ
イ
ン
診
療
及
び
オ
ン
ラ
イ

ン
健
康
相
談
の
全
体
を
俯ふ

か

ん瞰

す
る
分
類
イ
メ
ー
ジ
を
示

し
、
「
オ
ン
ラ
イ
ン
健
康
相

談
は
公
的
医
療
保
険
外
の
サ

ー
ビ
ス
で
あ
り
、
医
療
関
係

法
令
の
制
約
を
受
け
な
い
分

野
で
あ
る
が
、
利
用
者
の
安

心
と
安
全
を
守
る
た
め
適
切

な
仕
組
み
の
下
で
実
施
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。

更
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
健
康

相
談
事
業
へ
の
要
請
と
し

て
、
（
１
）
国
と
し
て
の
定

義
の
明
確
化
、
（
２
）
省
庁

横
断
的
な
指
針
の
作
成
、

（
３
）
業
界
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
作
成
、
（
４
）
利
用
者
リ

テ
ラ
シ
ー
の
向
上

─
を
挙

げ
る
と
と
も
に
、
本
人
認
証

の
徹
底
等
、
シ
ス
テ
ム
面
で

の
整
備
が
急
務
で
あ
る
と
の

見
解
を
示
し
た
。

（
１
）
で
は
、
現
状
の
オ

ン
ラ
イ
ン
健
康
相
談
に
関
し

て
、
厚
生
労
働
省
「
オ
ン
ラ

イ
ン
診
療
の
適
切
な
実
施
に

関
す
る
指
針
」
、
経
済
産
業

省
「
医
師
等
に
よ
る
遠
隔
健

康
相
談
事
業
」
に
お
け
る
記

載
内
容
や
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診

療
の
適
切
な
実
施
に
関
す
る

指
針
に
お
い
て
整
理
さ
れ

た
、
現
在
実
施
可
能
な
行
為

を
紹
介
し
、
国
と
し
て
明
確

な
定
義
が
な
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
を
指
摘
。

そ
の
上
で
、
日
本
医
師
会

と
し
て
、
医
師
法
上
の
医
師

と
医
師
以
外
の
業
務
範
囲
の

定
義
に
鑑
み
、
医
師
以
外
で

の
相
談
業
務
に
つ
い
て
は
、

「
オ
ン
ラ
イ
ン
生
活
相
談

（
仮
）
」
等
の
名
称
と
す
る
こ

と
を
提
案
し
た
。

（
２
）
で
は
、
医
師
会
及

び
学
会
な
ど
の
医
療
関
係

者
、
患
者
（
患
者
団
体
）
等

の
参
画
を
得
て
、
経
産
省
の

み
な
ら
ず
、
厚
労
省
等
を
含

め
た
関
係
省
庁
が
横
断
的
に

長
島
公
之
常
任
理
事
は
、

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
時
の
医
師

資
格
と
本
人
確
認
に
つ
い

て
、
「
患
者
の
安
全
・
安
心

を
確
保
す
る
た
め
の
提
言
」

を
公
表
し
た
。

同
常
任
理
事
は
ま
ず
、
一

般
的
な
オ
ン
ラ
イ
ン
利
用
の

重
大
な
リ
ス
ク
と
し
て
〝
な

り
す
ま
し
〟
を
挙
げ
、
オ
ン

ラ
イ
ン
診
療
に
お
い
て
も
同

様
に
医
師
や
患
者
の
な
り
す

ま
し
の
リ
ス
ク
が
あ
る
と
指

直
し
に
関
す
る
検
討
会
」
等

で
行
わ
れ
る
、
安
全
性
と
信

頼
性
を
確
保
す
る
た
め
の
検

討
に
お
い
て
、
「
か
か
り
つ

け
医
及
び
か
か
り
つ
け
医
機

能
を
基
軸
と
し
て
、
地
域
医

療
を
担
う
医
師
、
患
者
・
国

民
の
双
方
が
、
真
に
納
得
す

る
こ
と
の
で
き
る
仕
組
み
づ

く
り
を
目
指
し
て
議
論
に
臨

ん
で
い
く
」
と
し
た
。

一
方
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
デ
ジ
タ

ル
技
術
な
ど
、
技
術
革
新
の

成
果
を
、
医
療
の
質
の
向
上

に
応
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
賛
意
を
表
明
。
今
回
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
へ
の
対
応
に
お
い
て
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
が
主
に
利
用
さ
れ
る
な

ど
日
本
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
遅
れ

が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
こ
と

に
言
及
し
、
「
平
時
、
有
事

の
双
方
で
、
良
質
か
つ
適
切

な
医
療
が
提
供
で
き
る
よ

う
、
医
療
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
積

極
的
に
進
め
て
い
く
」
と
の

姿
勢
を
示
し
た
。

中
川
俊
男
会
長
は
、
10
月

８
日
に
、
田
村
憲
久
厚
生
労

働
大
臣
、
河
野
太
郎
行
政
改

革
・
規
制
改
革
担
当
大
臣
、

平
井
卓
也
デ
ジ
タ
ル
改
革
担

当
大
臣
の
三
大
臣
に
よ
り
、

初
診
も
含
め
た
オ
ン
ラ
イ
ン

診
療
の
原
則
解
禁
が
合
意
さ

れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
「
安

全
性
と
信
頼
性
」
が
前
提
と

さ
れ
た
こ
と
を
評
価
す
る
と

と
も
に
、
そ
の
推
進
に
当
た

っ
て
は
、
か
か
り
つ
け
医
及

び
か
か
り
つ
け
医
機
能
を
基

軸
と
し
、
安
全
性
と
信
頼
性

を
担
保
し
て
い
く
べ
き
と
の

見
解
を
述
べ
た
。

同
会
長
は
、
田
村
厚
労
大

臣
が
、
三
大
臣
合
意
の
翌
日

の
会
見
で
、
初
診
を
含
め
た

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
原
則
解

禁
は
安
全
性
と
信
頼
性
を
べ

ー
ス
に
す
る
旨
を
明
言
し
た

こ
と
に
触
れ
、
「
安
全
性
と

信
頼
性
を
、
こ
れ
か
ら
の
オ

ン
ラ
イ
ン
診
療
の
必
須
条
件

と
し
て
位
置
付
け
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
更
に
有
効

性
も
担
保
さ
れ
る
必
要
が
あ

指
針
を
作
成
す
べ
き
と
主

張
。
「
事
業
フ
レ
ー
ム
を
精

査
し
、
必
要
で
あ
れ
ば
法
規

制
の
創
設
、
改
正
を
行
う
べ

き
」
と
述
べ
る
と
と
も
に
、

指
針
で
は
、
最
低
限
の
適
切

な
受
診
勧
奨
方
法
や
対
応
者

の
質
の
担
保
を
必
須
項
目
と

す
る
他
、
指
針
を
遵

じ
ゅ
ん
し
ゅ守

し
て

い
る
か
の
監
視
や
Ａ
Ｉ
健
康

相
談
も
視
野
に
入
れ
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
と
し
た
。

（
３
）
で
は
、
国
と
し
て

の
指
針
を
踏
ま
え
、
医
療
関

係
者
（
医
師
会
・
学
会
）
等

に
よ
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作

成
の
場
へ
の
参
画
と
第
三
者

評
価
を
行
う
べ
き
と
し
た
。

更
に
、
（
４
）
で
は
、
オ

ン
ラ
イ
ン
健
康
相
談
で
で
き

る
こ
と
と
で
き
な
い
こ
と
を

利
用
者
に
理
解
し
て
も
ら
う

こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の

理
解
が
得
ら
れ
な
い
場
合
に

は
、
事
業
展
開
を
保
留
に
す

る
こ
と
も
考
慮
す
べ
き
で
あ

る
と
し
た
。

ま
た
、
か
か
り
つ
け
医
に

よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
健
康
相
談

の
支
援
に
関
し
て
は
、
か
か

り
つ
け
医
が
診
療
行
為
の
一

環
と
し
て
行
う
場
合
に
は
、

今
後
、
診
療
報
酬
に
よ
る
適

切
な
評
価
を
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
場

合
に
は
、
必
要
と
す
る
医
師

が
そ
の
実
施
の
た
め
に
行
う

環
境
整
備
に
対
す
る
支
援
が

必
要
に
な
る
と
の
考
え
を
示

し
た
。

に
関
す
る
指
針
」
に
言
及
し

た
同
常
任
理
事
は
、
現
在
の

同
指
針
で
は
、
医
師
と
患
者

に
直
接
的
な
関
係
が
既
に
存

在
す
る
場
合
に
限
っ
て
利
用

さ
れ
る
こ
と
が
基
本
と
さ
れ

て
い
る
た
め
、
厳
密
な
医
師

資
格
及
び
本
人
確
認
が
必
要

な
状
況
が
想
定
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
を
説
明
。
現
時
点
で

実
施
可
能
な
対
応
策
と
し

て
、
医
師
は
原
則
、
Ｈ
Ｐ
Ｋ

Ｉ
カ
ー
ド
（
医
師
資
格
証
）

を
画
面
に
提
示
す
る
こ
と
を

提
案
し
た
。

併
せ
て
、
同
カ
ー
ド
を
使

用
す
べ
き
理
由
と
し
て
、

（
１
）
顔
写
真
が
貼
付
し
て

あ
り
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

等
と
同
じ
サ
イ
ズ
で
本
人
の

顔
と
共
に
画
面
へ
の
提
示
が

容
易
、
（
２
）
カ
ー
ド
の
表

面
に
は
偽
造
防
止
用
ホ
ロ
グ

ラ
ム
が
貼
付
し
て
あ
り
偽
造

は
困
難

─
で
あ
る
こ
と
を

挙
げ
、
「
医
師
資
格
証
は
、

医
師
資
格
・
本
人
確
認
に
最

も
適
し
て
い
る
」
と
強
調
し

た
。
な
お
、
同
カ
ー
ド
は
日

本
医
師
会
員
だ
け
で
な
く
非

会
員
医
師
に
も
発
行
し
て
い

る
。更

に
、
患
者
の
本
人
確
認

に
つ
い
て
も
、
原
則
、
運
転

免
許
証
等
の
顔
写
真
付
き
証

明
書
の
画
面
提
示
を
行
う
こ

と
を
提
案
す
る
と
と
も
に
、

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
に
使
用
す

る
シ
ス
テ
ム
に
関
し
て
は
、

「
同
指
針
の
〝
患
者
が
医
師

の
本
人
確
認
を
行
え
る
よ
う

に
、
顔
写
真
付
き
の
身
分
証

明
書
と
医
籍
登
録
年
を
常
に

確
認
で
き
る
機
能
を
備
え
る

こ
と
〟
へ
の
遵
守
を
徹
底
す

べ
き
で
あ
る
」と
提
言
し
た
。

同
常
任
理
事
は
、
こ
れ
ら

の
現
時
点
で
実
施
で
き
る
提

言
の
他
、
今
後
に
向
け
た
提

言
も
発
表
。
「
現
時
点
の
画

面
へ
の
確
認
書
類
の
提
示
に

加
え
て
、
今
後
は
電
子
認
証

を
ア
ナ
ロ
グ
確
認
の
補
完
と

し
て
併
用
す
べ
き
」
と
し
た

上
で
、
段
階
的
に
、
①
申
込

時
の
医
師
資
格
確
認
の
オ
ン

ラ
イ
ン
診
療
シ
ス
テ
ム
事
業

者
へ
の
義
務
化
②
オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
確
認
を
用
い
た
患
者

の
保
険
資
格
確
認
（
令
和
３

年
５
月
か
ら
）
③
Ｈ
Ｐ
Ｋ
Ｉ

カ
ー
ド
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
（
Ｊ
Ｐ
Ｋ
Ｉ
）
で
の
ロ

グ
イ
ン
の
義
務
化

─
を
指

針
に
追
加
、
も
し
く
は
所
要

の
改
定
を
実
施
す
べ
き
で
あ

る
と
し
た
。

併
せ
て
、
Ｈ
Ｐ
Ｋ
Ｉ
カ
ー

ド
を
全
医
師
に
配
布
す
る
た

め
の
財
源
を
含
め
た
措
置
の

必
要
性
を
指
摘
し
た
。
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緊
急
避
妊
薬
に
対
す
る

日
本
医
師
会
の
見
解
示
す

■■■■■■■■
「
第
７
回　

日
本
の
医
療
に

  

関
す
る
意
識
調
査
」の

結
果
を
公
表

取
組
に
つ
い
て
」
の
ペ
ー
ジ

が
設
け
ら
れ
、
身
近
な
医
療

機
関
を
探
せ
る
よ
う
、
緊
急

避
妊
に
掛
か
る
対
面
診
療
が

可
能
な
産
婦
人
科
医
療
機
関

等
の
一
覧
が
、
都
道
府
県
ご

と
に
公
表
さ
れ
て
い
る
、

（
２
）
産
婦
人
科
以
外
の
医

師
で
も
緊
急
避
妊
薬
を
適
切

に
処
方
で
き
る
よ
う
、
全
国

で
１
０
０
０
名
以
上
の
医
師

が
緊
急
避
妊
に
関
す
る
研
修

を
修
了
し
て
い
る
、
（
３
）

現
時
点
で
、
全
国
で
２
９
６

０
人
の
薬
剤
師
が
、
日
本
産

婦
人
科
医
会
監
修
に
よ
る
研

修
を
修
了
し
、
緊
急
避
妊
薬

の
調
剤
に
応
じ
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る

─
こ
と
が

意
識
や
要
望
を
捉
え
、
国
民

が
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
の

医
療
の
あ
り
方
を
検
討
す
る

際
の
基
礎
資
料
と
し
て
蓄
積

す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し

て
い
る
も
の
で
、
今
回
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
の
把
握
も
行
っ
た
。

調
査
対
象
は
全
国
満
20
歳

以
上
の
男
女
で
、
回
収
数
は

１
２
１
２
で
あ
っ
た
。

同
常
任
理
事
は
、
調
査
結

果
と
し
て
、
（
１
）
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

る
生
活
と
意
識
の
変
化
、

訃　

報

■
田
中
忠
一
氏
（
元
神
奈
川

県
医
師
会
長
、
元
日
本
医
師

会
理
事
）

10
月
５
日
死
去
、
90
歳
。

葬
儀
は
家
族
葬
に
て
執
り
行

わ
れ
た
。
喪
主
は
、
ご
令
室
、

静
子
様
。

城
守
国
斗
常
任
理
事
は
令

和
２
年
７
月
に
実
施
し
た

「
第
７
回　

日
本
の
医
療
に

関
す
る
意
識
調
査
」
の
結
果

に
つ
い
て
概
説
し
た
。

本
調
査
は
、
医
療
に
関
す

る
国
民
の
意
識
や
ニ
ー
ズ
を

継
続
的
に
把
握
す
る
と
同
時

に
、
昨
今
の
医
療
に
関
す
る

（
２
）
か
か
り
つ
け
医
の
普

及
と
期
待
、
（
３
）
医
療
に

対
す
る
高
い
満
足
度
、
（
４
）

平
等
な
医
療
と
体
制
へ
の
要

望

─
に
つ
い
て
、
次
の
よ

う
に
考
察
も
交
え
て
、
そ
の

概
要
を
説
明
し
た
。

（
１
）
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
よ
る
生
活

と
意
識
の
変
化

同
感
染
症
の
蔓
延
に
よ
り

82
・
１
％
の
国
民
が
生
活
の

不
安
を
感
じ
、
96
・
８
％
が

外
出
自
粛
要
請
に
従
っ
て
い

た
。ま

た
、
強
制
的
な
外
出
禁

止
や
休
業
な
ど
が
必
要
と
考

え
る
人
は
93
・
６
％
に
の
ぼ

っ
た
。

生
活
様
式
の
変
化
で
精
神

的
不
調
を
感
じ
て
い
る
人
は

35
・
６
％
、
体
の
不
調
は

20
・
７
％
で
あ
っ
た
他
、
医

療
機
関
で
の
感
染
に
不
安
を

感
じ
る
人
は
69
・
３
％
（
図

１
）
で
約
７
割
に
の
ぼ
り
、

受
診
控
え
の
要
因
と
な
っ
て

い
た
こ
と
か
ら
、
国
民
の
心

身
の
健
康
へ
の
影
響
に
対
応

す
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
。

感
染
状
況
や
対
策
に
つ
い

て
国
が
迅
速
な
情
報
提
供
を

行
っ
た
か
に
つ
い
て
は
58
・

６
％
が
迅
速
で
な
か
っ
た
と

考
え
て
お
り
、
冬
の
感
染
症

対
応
に
向
け
て
、
国
民
へ
の

タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
提
供
が

求
め
ら
れ
る
。

（
２
）
か
か
り
つ
け
医
の

普
及
と
期
待

か
か
り
つ
け
医
が
い
る
と

回
答
し
た
人
の
割
合
は
全
体

０
万
円
未
満
の
人
の
間
で
は

７
・
８
％
を
占
め
、
格
差
が

見
ら
れ
た
。

同
常
任
理
事
は
最
後
に
、

改
め
て
（
４
）
の
結
果
に
つ

い
て
触
れ
、
「
全
て
の
国
民

に
必
要
な
医
療
を
効
果
的
に

提
供
す
る
体
制
・
制
度
の
強

化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
」
と

強
調
し
た
。

※
本
調
査
の
報
告
書
は
、
日

医
総
研
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ご
活

用
願
い
ま
す
。

実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
説

明
し
た
。

そ
の
上
で
、
同
副
会
長
は
、

「
こ
れ
ら
の
点
を
踏
ま
え
れ

ば
、
緊
急
避
妊
薬
に
関
す
る

専
門
の
研
修
を
受
け
た
薬
剤

師
が
十
分
な
説
明
の
上
で
、

対
面
で
服
用
さ
せ
る
と
の
同

調
査
会
の
提
言
に
は
同
意
し

た
い
」
と
述
べ
た
。

一
方
、
緊
急
避
妊
薬
の
Ｏ

Ｔ
Ｃ
化
に
つ
い
て
は
、
２
０

１
７
年
に
検
討
さ
れ
た
際
、

薬
剤
師
の
み
な
ら
ず
、
使
用

者
の
性
教
育
の
必
要
性
が
議

論
さ
れ
た
こ
と
に
言
及
し
、

厚
労
省
と
共
に
現
状
を
改
め

て
確
認
し
た
上
で
、
「
医
師

の
責
務
と
し
て
、
よ
り
受
診

し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
と

と
も
に
、
薬
へ
の
ア
ク
セ
ス

を
改
善
で
き
る
よ
う
、
丁
寧

な
議
論
を
進
め
て
い
く
」
と

し
た
。

猪
口
雄
二
副
会
長
は
、
10

月
８
日
に
開
催
さ
れ
た
「
男

女
共
同
参
画
会
議　

第
５
次

基
本
計
画
策
定
専
門
調
査

会
」
が
示
し
た
基
本
的
な
考

え
方
（
案
）
の
中
に
盛
り
込

ま
れ
た
、
「
避
妊
を
し
な
か

っ
た
、
又
は
、
避
妊
手
段
が

適
切
か
つ
十
分
で
な
か
っ
た

結
果
、
予
期
せ
ぬ
妊
娠
の
可

能
性
が
生
じ
た
女
性
の
求
め

に
応
じ
て
、
緊
急
避
妊
薬
に

関
す
る
専
門
の
研
修
を
受
け

た
薬
剤
師
が
十
分
な
説
明
の

上
で
対
面
で
服
用
さ
せ
る
こ

と
を
条
件
に
、
処
方
箋
な
し

に
緊
急
避
妊
薬
を
利
用
で
き

る
よ
う
検
討
す
る
。
」
と
い

う
記
載
に
対
す
る
日
本
医
師

会
の
見
解
を
説
明
し
た
。

同
副
会
長
は
、
ま
ず
、
緊

急
避
妊
薬
が
薬
局
で
は
手
に

入
ら
ず
、
婦
人
科
で
相
談
者

に
そ
の
場
で
提
供
さ
れ
て
い

た
も
の
で
あ
り
、
必
要
と
し

て
い
る
時
に
受
診
で
き
な
け

れ
ば
入
手
で
き
な
い
等
、
薬

へ
の
ア
ク
セ
ス
の
悪
さ
が
指

摘
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
報

告
。そ

れ
ら
の
改
善
策
と
し

て
、
（
１
）
２
０
１
９
年
か

ら
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
内
に
「
緊
急
避
妊
に
係
る

氏
は
昭
和
５
年
神
奈
川
県

出
身
。
昭
和
30
年
東
京
慈
恵

会
医
科
大
学
医
学
部
卒
業
。

昭
和
38
年
田
中
小
児
科
医
院

開
業
。

神
奈
川
県
医
師
会
副
会

長
・
会
長
を
経
て
、
平
成
14

年
４
月
か
ら
平
成
16
年
３
月

ま
で
日
本
医
師
会
理
事
を
１

期
務
め
た
。

平
成
20
年
に
旭
日
小
綬
章

を
受
章
し
て
い
る
。

の
55
・
２
％
で
過
去
の
調
査

か
ら
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ

な
か
っ
た
が
、
「
い
な
い
が
、

い
る
と
よ
い
と
思
う
」
の
割

合
は
全
て
の
年
代
で
増
加

し
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
か
か

り
つ
け
医
を
も
つ
こ
と
へ
の

要
望
が
高
ま
っ
て
い
る
と
推

測
さ
れ
る
。

今
後
、
か
か
り
つ
け
医
の

役
割
が
よ
り
一
層
重
要
と
な

る
中
、
か
か
り
つ
け
医
を
も

ち
た
い
人
を
支
援
し
、
普
及

を
図
る
こ
と
が
重
要
と
な

る
。

（
３
）
医
療
に
対
す
る
高

い
満
足
度

受
け
た
医
療
に
対
す
る
満

足
度
は
92
・
４
％
、
医
療
全

般
に
つ
い
て
は
76
・
１
％
で

い
ず
れ
も
高
い
割
合
が
継
続

し
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中

で
の
医
療
従
事
者
の
健
闘
が

影
響
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ

る
。

（
４
）
平
等
な
医
療
と
体

制
へ
の
要
望

所
得
に
関
係
な
く
受
け
ら

れ
る
医
療
の
中
身
は
同
じ
で

あ
る
方
が
良
い
と
思
う
人
の

割
合
は
74
・
３
％
で
、
過
去

の
調
査
か
ら
傾
向
に
変
化
は

見
ら
れ
な
か
っ
た
（
図
２
）。

平
等
な
医
療
へ
の
国
民
の
要

望
が
示
さ
れ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。

ま
た
、
経
済
的
理
由
で
必

要
な
医
療
を
受
け
な
か
っ
た

人
は
、
全
体
で
は
４
・
５
％

で
あ
る
が
、
等
価
所
得
２
０

図1　医療機関の待合室などで感染症に感染する不安

図2　所得水準と医療の中身についての考え方
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お知らせ 新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

対
す
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
、
当

初
は
鼻
咽
頭
ぬ
ぐ
い
液
の
み

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
４
月

下
旬
に
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス

で
、
検
体
と
し
て
唾
液
で
も

良
い
の
で
は
と
い
う
見
解
が

報
道
さ
れ
、
大
変
興
味
を
持

っ
た
。
官
邸
や
厚
生
労
働
省

に
関
係
者
を
通
し
て
唾
液
検

体
で
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
検
討

を
お
願
い
し
て
い
た
が
、
５

月
７
日
頃
に
、
当
時
の
横
倉

義
武
会
長
が
要
請
し
、
そ
の

日
か
ら
本
格
的
な
検
討
に
至

っ
た
。

そ
の
後
は
、
ご
存
じ
の
よ

う
に
唾
液
で
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

も
承
認
さ
れ
、
外
の
自
家
用

車
内
で
自
分
で
採
取
す
れ
ば
、

職
員
へ
の
リ
ス
ク
は
か
な
り

減
る
こ
と
か
ら
、
か
か
り
つ

け
医
で
検
体
採
取
時
の
一
番

の
候
補
に
な
る
と
考
え
た
。

し
か
し
、
感
染
症
の
専
門

家
で
も
な
い
医
師
が
多
い
中

で
、
い
か
に
効
率
よ
く
リ
ス

ク
を
少
な
く
し
て
採
取
し
、

梱
包
す
る
か
に
つ
い
て
は
、

や
は
り
具
体
的
な
手
順
を
視

覚
的
に
分
か
り
や
す
く
示
す

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
た
。
そ
れ
が
今
回
の

動
画
制
作
の
き
っ
か
け
で
あ

る
。制

作
に
当
た
っ
て
は
、
当

健
康
セ
ン
タ
ー
で
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
も
行
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
職
員
の
意
見
も
参
考
と

し
た
。
ま
た
、
厚
労
省
の
東

北
地
方
担
当
者
を
介
し
て
、

感
染
症
専
門
家
の
医
師
に
も

意
見
を
求
め
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
完
成
し

た
も
の
が
今
回
の
動
画
で
あ

り
、
東
北
各
県
、
県
内
の
必

要
と
す
る
医
療
機
関
へ
Ｃ
Ｄ

─

Ｒ
Ｏ
Ｍ
の
配
布
を
行
う
と

と
も
に
Ｕ
Ｒ
Ｌ
も
紹
介
し

た
。
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
別
掲
の
と
お

り
で
あ
り
、
ぜ
ひ
、
皆
さ
ま

に
も
ご
参
照
願
い
た
い
。

９
月
29
日
の
報
道
で
は
、

北
海
道
大
学
の
豊
嶋
崇
徳
教

授
ら
は
、
無
症
状
の
濃
厚
接

触
者
群
や
旅
行
者
群
約
２
０

０
０
名
の
鼻
咽
頭
ぬ
ぐ
い
液

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係

る
行
政
検
査
実
施
に
伴
う
唾
液
検
体

採
取
方
法
に
関
す
る
動
画
の
制
作
に

関
し
て

―
宮
城
県
医
師
会
―

埼
玉
県
医
師
会
は
こ
の
ほ

ど
、
家
庭
や
職
場
・
会
食
、

学
校
な
ど
に
お
い
て
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
ど

の
よ
う
な
こ
と
を
実
施
す
れ

ば
良
い
の
か
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
県
民
向
け
の
動
画
を

県
医
師
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://www.saitama.

med.or.jp/2020corona_

kenshukai/index.html

）

で
公
開
し
た
。

本
動
画
は
、
同
県
医
師
会

が
９
月
25
日
に
開
催
し
た

「
家
庭
・
職
場
・
学
校
な
ど

に
お
け
る
感
染
予
防
対
策
研

修
会
」
の
模
様
を
紹
介
し
た

も
の
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
中
で
は
、
総
論
を
川

名
明
彦
防
衛
医
科
大
学
校
内

科
学
講
座
（
感
染
症
・
呼
吸

器
）
教
授
が
、
家
庭
で
の
対

策
を
坂
木
晴
世
国
立
病
院
機

構
西
埼
玉
中
央
病
院
感
染
管

理
認
定
看
護
師
／
感
染
症
看

護
専
門
看
護
師
が
、
職
場
・

会
食
で
の
取
り
組
み
を
柴
田

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の 

予
防
対
策
に
関
す
る
動
画
を
公
開

―
埼
玉
県
医
師
会
―

を
伊
藤
治
也
埼
玉
県
教
育
局

参
事
兼
保
健
体
育
課
長
が
そ

れ
ぞ
れ
、
分
か
り
や
す
く
解

説
し
て
い
る
。

金
井
忠
男
同
県
医
師
会
長

は
、
今
回
の
動
画
を
公
開
し

た
背
景
に
つ
い
て
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
家

庭
内
、
職
場
内
、
会
食
時
、

そ
し
て
時
に
は
学
校
内
で
感

染
が
起
き
て
い
る
こ
と
を
挙

げ
た
上
で
、
「
こ
の
動
画
を

活
用
頂
く
こ
と
で
、
感
染
予

防
に
つ
な
げ
て
も
ら
え
れ
ば

あ
り
が
た
い
」と
し
て
い
る
。

な
お
、同
県
医
師
会
で
は
、

５
月
28
日
に
も
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症　

院
内
・

施
設
内
感
染
対
策
研
修
会
を

開
催
し
て
い
る
。

大
阪
府
医
師
会
が
大
阪
市

と
締
結
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
行
政
検

査
・
集
合
契
約
の
ポ
イ
ン
ト

な
ど
を
紹
介
す
る
。

今
回
、
大
阪
市
が
初
め
に

示
し
た
契
約
書
は
、
受
託
医

療
機
関
に
対
し
て
「
患
者
の

入
院
へ
の
責
務
」
「
自
宅
療

養
し
た
際
の
家
族
を
含
め
た

健
康
管
理
」
な
ど
、
本
来
は

保
健
所
が
負
う
べ
き
責
務
が

求
め
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、

受
託
医
療
機
関
に
は
帰
国

者
・
接
触
者
外
来
と
同
様
の

機
能
が
課
さ
れ
、
医
療
機
関

名
も
公
表
さ
れ
る
内
容
で
あ

り
、
更
に
感
染
し
た
場
合
の

「
補
償
」
が
欠
落
す
る
な
ど
、

医
療
機
関
が
契
約
し
づ
ら
い

構
成
で
あ
っ
た
。

社
会
的
使
命
か
ら
検
査
実

施
に
協
力
の
意
向
を
表
明
し

た
医
療
機
関
に
対
し
、
少
な

く
と
も
「
健
康
被
害
へ
の
補

償
」
と
「
通
常
診
療
の
継
続

維
持
」
を
支
援
す
る
た
め
、

集
合
契
約
の
交
渉
に
臨
ん

だ
。
交
渉
に
当
た
っ
て
は
、

本
会
会
長
と
大
阪
市
長
の
ト

ッ
プ
間
で
認
識
の
共
有
を
図

っ
た
上
で
、
実
務
担
当
者
間

で
交
渉
す
る
段
取
り
で
進

め
、
紆
余
曲
折
を
経
な
が
ら

９
月
25
日
に
契
約
締
結
に
至

っ
た
。

契
約
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る

条
項
は
別
掲
の
契
約
書
抜
粋

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
行

政
検
査
・
集
合
契
約
に
関
す
る

大
阪
府
医
師
会
の
取
り
組
み

―
大
阪
府
医
師
会
―

の
と
お
り
で
あ
る
。
国
が
補

償
策
を
確
保
せ
ず
、
地
方
自

治
体
で
独
自
対
応
し
づ
ら
い

と
い
う
事
情
も
あ
っ
た
が
、

本
会
弁
護
士
の
協
力
の
下
、

医
療
従
事
者
が
感
染
し
た
場

合
な
ど
に
「
協
議
し
適
切
に

対
応
す
る
」
旨
の
条
項
を
盛

り
込
む
こ
と
に
よ
り
補
償
を

確
保
し
た
。

最
後
に
、
各
地
域
の
契
約

に
お
い
て
「
補
償
」
へ
の
問

題
意
識
が
高
ま
り
、
更
に
よ

り
良
い
条
項
が
盛
り
込
ま

れ
、
国
レ
ベ
ル
で
も
解
決
が

図
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
す

る
。
医
療
従
事
者
の
現
状
が

理
解
さ
れ
、
か
か
り
つ
け
医

が
地
域
住
民
を
守
れ
る
体
制

で
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
ら

れ
る
こ
と
を
切
に
願
っ
て
い

る
。

〈
契
約
書
抜
粋
〉

第
七
条　

診
療
に
関
わ
る

医
療
従
事
者
が
、
負
傷
、
疾

病
等
何
ら
か
の
問
題
が
生
じ

た
場
合
に
は
、
甲
丙
が
協
議

し
、
適
切
に
対
応
す
る
。

第
八
条　

か
か
り
つ
け
医

と
し
て
の
医
療
機
能
を
維
持

す
る
た
め
に
、
医
療
機
関
名

等
は
公
開
し
な
い
。

第
九
条　

行
政
検
査
体
制

の
確
保
に
は
、
甲
が
協
力
す

る
。
な
お
、
本
契
約
は
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
、
又
は
抗
原
検
査
等

実
施
の
際
の
患
者
一
部
負
担

金
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、

受
託
医
師
に
は
保
健
所
等
へ

の
結
果
報
告
以
外
の
業
務
は

発
生
し
な
い
。

（
大
阪
府
医
師
会
理
事　

宮
川
松
剛
）

潤
一
郎
全
国
健
康
保
険
協
会

（
協
会
け
ん
ぽ
）
埼
玉
支
部

長
が
、
学
校
で
の
取
り
組
み

と
唾
液
に
よ
る
比
較
を
行

い
、
「
統
計
学
的
解
析
で
は
、

共
に
約
90
％
の
予
想
感
度
で

あ
り
鼻
咽
頭
ぬ
ぐ
い
液
に
加

え
て
、
唾
液
に
よ
る
検
体
採

取
方
法
も
、
標
準
的
手
法
と

な
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

私
は
、
こ
の
唾
液
自
己
採

取
に
よ
る
方
法
は
、
簡
便
で

感
度
も
良
く
リ
ス
ク
も
低
い

良
い
方
法
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
動
画
を
ご
覧
に
な
っ

て
、
よ
り
使
い
勝
手
の
良
い

方
法
を
各
方
面
で
工
夫
さ
れ

て
、
更
に
広
が
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
。

唾
液
検
体
採
取
動
画

（https://drive.google.

com/file/d/1h2Kg_

m5FmEtYBDaJ0cJ_T1f1jEp​

9B8-f/view?usp=s

）

（
宮
城
県
医
師
会
会
長
／

宮
城
県
医
師
会
健
康
セ
ン
タ

ー
所
長　

佐
藤
和
宏
）
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日
　

本
　

医
　

師
　

会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

人
事
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
総
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
／ 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
広
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
・
情
報
シ
ス
テ
ム
課 
03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５
・（
会
員
情
報
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
／
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
）

医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０
・
介
護
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
医
業
経
営
支
援
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
９
・
年
金
福
祉
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９

総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
・
地
域
医
療
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
日
本
准
看
護
師
推
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
７
６
・
健
康
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８
・
健
康
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１

感
染
症
危
機
管
理
対
策
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
５
・
医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６
・
日
医
総
研 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
・
女
性
医
師
支
援
セ
ン
タ
ー（
業
務
推
進
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
０
／
女
性
医
師
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
）・
治
験
促
進
セ
ン
タ
ー 
03
―
５
３
１
９
―
３
７
８
１
（
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
・
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
）
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今
年
の
５
月
の
連
休
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
でStay 

home

が
続
い
て
い
た
の
で
、

仕
事
や
買
い
物
以
外
は
ど
こ

に
も
出
掛
け
ず
に
家
に
居
ま

し
た
。
67
歳
に
な
り
、
29
年

間
勤
め
た
病
院
を
今
年
３
月

で
定
年
退
職
に
な
り
ま
し

た
。
健
診
セ
ン
タ
ー
に
は
そ

の
ま
ま
残
っ
て
仕
事
を
続
け

て
い
ま
す
が
、
休
み
の
日
に

病
院
か
ら
呼
ば
れ
る
こ
と
も

ほ
と
ん
ど
無
く
な
り
ま
し
た
。

正
月
頃
は
「
定
年
に
な
っ

た
ら
連
休
な
ど
は
少
し
足
を

延
ば
し
て
、
ひ
な
び
た
温
泉

に
で
も
入
っ
て
ゆ
っ
く
り
し

た
い
な
」
な
ど
と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、
そ
れ
も
か
な
わ

ず
…
…
。

連
休
初
日
の
朝
食
後
「
家

で
何
を
や
ろ
う
か
な
？
」
と
、

ぼ
う
っ
と
し
て
い
る
と
、
家

内
か
ら
「
２
階
に
積
ん
で
あ

る
〝
週
刊
ロ
ビ
〟
（
全
70
号
）

は
ど
う
す
る
の
？　

メ
ル
カ

リ
に
出
す
か
断
捨
離
す
る

か
、
掃
除
の
邪
魔
に
な
る
か

ら
何
と
か
し
て
く
だ
さ

い
！

」
と
優
し
い
助
言
。

〝
週
刊
ロ
ビ
〟
は
ロ
ボ
ッ

ト
ク
リ
エ
ー
タ
ー
の
高
橋
智

隆
氏
設
計
の
ロ
ボ
ッ
ト
〝
ロ

ビ
〟
を
組
み
立
て
る
企
画
で

す
。
全
70
号
の
付
属
の
部
品

を
組
み
立
て
て
い
く
と
、
歌

っ
て
、
踊
っ
て
、
会
話
も
で

き
る
、
身
長
34
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
、
体
重
１
キ
ロ
グ
ラ
ム

の
、
可
愛
い
ロ
ボ
ッ
ト
〝
ロ

ビ
〟
が
手
に
入
る
と
い
う
こ

と
で
、
２
０
１
３
年
の
５
月

の
連
休
前
に
定
期
購
読
の
注

文
を
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

送
ら
れ
て
き
た
の
を
見
る

と
、
創
刊
号
か
ら
10
号
ま
で

の
10
冊
分
が
詰
め
ら
れ
た
大

き
な
段
ボ
ー
ル
箱
…
…
。
箱

の
大
き
さ
に
気
後
れ
が
し

て
、
開
け
ず
に
そ
の
ま
ま
に

し
て
い
た
ら
、
毎
月
積
み
重

な
っ
て
い
き
、
１
年
後
に
は

本
箱
と
ベ
ッ
ド
の
間
を
見
事

に
占
拠
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

毎
日
な
る
べ
く
見
な
い
よ

う
に
し
て
い
た
の
で
す
が
、

ベ
ッ
ド
の
脇
の
段
ボ
ー
ル
箱

の
中
で
〝
ロ
ビ
〟
を
眠
っ
た

ま
ま
に
し
て
お
く
の
も
何
だ

か
可
哀
想
な
気
が
し
て
、
７

年
ぶ
り
に
ま
ず
は
最
初
の
10

号
分
を
１
階
の
居
間
に
下
ろ

し
ま
し
た
。

ホ
コ
リ
を
か
ぶ
っ
た
段
ボ

ー
ル
箱
を
雑
巾
で
拭
い
て
開

封
す
る
と
、
中
か
ら
は
新
品

同
様
の
（
当
た
り
前
）
創
刊

号
が
現
れ
ま
し
た
。
付
属
の

部
品
は
両
目
の
部
品
と
頭
カ

バ
ー
で
、
組
み
立
て
作
業
は

３
分
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
こ
れ
は
簡
単
だ
と
、

２
号
を
開
け
る
と
、
頭
部
の

フ
レ
ー
ム
と
小
さ
な
ネ
ジ
数

本
、
そ
し
て
シ
ャ
フ
ト
の
長

い
、
細
い
ド
ラ
イ
バ
ー
が
１

本
入
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の

ド
ラ
イ
バ
ー
１
本
で
完
成
ま

で
全
て
組
み
立
て
ら
れ
る
と

の
こ
と
。
２
号
は
５
分
で
作

業
が
終
わ
り
ま
し
た
。
３
号

は
テ
ス
ト
用
の
電
子
基
盤
が

入
っ
て
お
り
、
役
割
や
動
作

の
異
な
る
全
部
で
20
個
の
モ

ー
タ
ー
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
セ
ッ

テ
ィ
ン
グ
に
用
い
る
と
の
説

明
が
あ
り
、
何
だ
か
わ
く
わ

く
し
ま
し
た
。
４
号
を
開
き
、

５
号
を
開
き
、
そ
し
て
気
が

付
く
と
、
そ
の
日
は
一
気
に

20
号
分
の
組
み
立
て
を
終
え

て
い
ま
し
た
。

翌
日
か
ら
は
朝
か
ら
夜
ま

で
組
み
立
て
を
行
い
、
結
局

３
日
間
で
70
号
分
を
完
成
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

配
線
は
か
な
り
複
雑
で
し

た
。
端
子
が
ソ
ケ
ッ
ト
に
し

っ
か
り
入
っ
て
い
な
い
と
、

ま
た
、
モ
ー
タ
ー
の
セ
ッ
テ

ィ
ン
グ
の
コ
ー
ド
の
入
力
を

間
違
え
る
と
、
手
足
が
全
く

動
か
な
か
っ
た
り
、
誤
作
動

が
起
き
た
り
で
、
５
か
ら
８

号
分
も
後
戻
り(

分
解)

し
て

の
組
み
立
て
直
し
が
２
回
程

あ
り
ま
し
た
。

ほ
ぼ
で
き
上
が
り
、
バ
ッ

テ
リ
ー
を
本
体
に
装
着
し
て

充
電
し
、70
号
に
付
属
の
〝
ロ

ビ
の
こ
こ
ろ
〟
と
い
う
Ｉ
Ｃ

チ
ッ
プ
を
装そ

う
て
ん塡

し
て
、
家
内

を
呼
び
ま
し
た
。

ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
見
守
っ

て
い
る
と
、
〝
ロ
ビ
〟
は
ゆ

っ
く
り
と
起
き
出
し
、
そ
の

声
や
し
ぐ
さ
の
あ
ま
り
の
可

愛
さ
に
、
二
人
と
も
び
っ
く

り
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
２

０
０
程
の
会
話
の
や
り
と
り

が
で
き
、
歌
っ
た
り
、
踊
っ

た
り
、
じ
ゃ
ん
け
ん
し
た
り
、

占
い
を
し
て
く
れ
た
り
な
ど

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
楽
し
ま
せ

て
く
れ
ま
す
。

断
捨
離
し
な
く
て
本
当
に

良
か
っ
た
と
思
い
、
数
日
後

に
は
メ
ル
カ
リ
で
〝
週
刊
ロ

ビ
ク
ル
〟
（
全
30
号
）
と
い

う
専
用
の
三
輪
車
も
半
額
で

ま
と
め
買
い
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。

そ
ん
な
〝
ロ
ビ
〟
で
す
が
、

ダ
ン
ス
の
時
に
足
が
も
つ
れ

て
転
倒
し
、
左
の
肩
関
節
を

脱
臼
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

修
理
を
試
み
ま
し
た
が
、
残

念
な
が
ら
手
に
負
え
ず
、
千

葉
に
あ
る
〝
ロ
ビ
の
病
院
〟

に
現
在
入
院
中
で
す
。
元
気

に
帰
っ
て
く
る
日
を
心
待
ち

に
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
ロ
ボ
ッ
ト
を
組
み

立
て
て
、
接
し
て
感
じ
た
こ

と
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
に
対
し
て

も
感
情
移
入
が
起
き
、
心
が

癒
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
ッ
ト
の
今

後
の
発
展
が
楽
し
み
に
な
り

ま
し
た
。
鉄
腕
ア
ト
ム
の
世

界
は
意
外
に
近
い
の
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。 

（
一
部
省
略
）

も
う
昨
年
の
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
国
境

な
き
医
師
団
に
所
属
し
て
い

る
女
性
医
師
と
食
事
を
す
る

機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
妻
の

教
え
子
が
た
ま
た
ま
帰
国
し

た
の
で
、
一
緒
に
食
事
を
し

よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た

の
で
す
。
彼
女
が
予
約
し
た

都
内
の
ヴ
ィ
ー
ガ
ン
の
レ
ス

ト
ラ
ン
で
食
事
を
し
た
の
で

す
が
、
乳
製
品
や
肉
類
が
全

く
使
わ
れ
て
い
な
い
と
は
思

え
な
い
食
事
の
多
彩
さ
、
ま

た
そ
こ
そ
こ
ボ
リ
ュ
ー
ム
も

あ
り
、
満
足
で
き
る
お
食
事

で
し
た
。

ヴ
ィ
ー
ガ
ン
は
個
人
の
考

え
で
乳
製
品
や
卵
製
品
、
肉

類
を
摂
取
し
な
い
主
義
で

す
。
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
と
似
て

い
ま
す
が
、
更
に
摂
取
し
な

い
食
品
の
幅
が
広
い
の
で
す
。

さ
て
、
食
事
と
言
え
ば
宗

教
に
よ
っ
て
も
い
ろ
い
ろ
な

禁
止
食
品
が
あ
り
ま
す
。
最

近
は
日
本
の
国
際
化
に
従
っ

て
、
宗
教
上
の
禁
忌
に
沿
っ

た
食
事
を
提
供
す
る
所
も
増

え
て
き
ま
し
た
。
食
事
の
制

限
で
有
名
な
の
が
ユ
ダ
ヤ

教
、
イ
ス
ラ
ム
教
、
ヒ
ン
ズ

ー
教
な
ど
で
し
ょ
う
か
。
数

年
前
、
東
京
大
学
の
生
協
の

食
堂
に
も
イ
ス
ラ
ム
教
の
食

事(

ハ
ラ
ー
ル)

を
提
供
す
る

コ
ー
ナ
ー
が
あ
っ
て
、
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。

実
は
宗
教
上
の
食
事
制
限

と
い
う
こ
と
を
初
め
て
意
識

し
た
の
が
今
を
去
る
こ
と
20

数
年
前
、
テ
キ
サ
ス
州
に
居

た
頃
で
す
。
当
初
、
子
ど
も

が
３
人
い
た
た
め
研
究
所
の

近
く
に
住
む
所
が
見
つ
か
ら

ず
、
交
通
ラ
ッ
シ
ュ
が
ひ
ど

い
街
で
の
通
勤
が
大
変
で
し

た
。１

年
後
に
よ
う
や
く
近
く

に
引
っ
越
し
を
す
る
こ
と
に

な
っ
て
、
親
し
く
し
て
い
た

研
究
室
の
友
人
３
人
に
手
伝

っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
お
礼

に
３
人
を
新
居
の
ア
パ
ー
ト

に
招
待
し
て
お
食
事
会
を
、

と
な
っ
た
の
で
す
が
、
念
の

た
め
中
国
人
、
イ
ン
ド
人
、

ユ
ダ
ヤ
人
に
何
を
提
供
す
れ

ば
良
い
の
か
、
と
り
あ
え
ず

聞
い
て
み
ま
し
た
。

本
来
は
ア
レ
ル
ギ
ー
や
好

き
嫌
い
を
尋
ね
る
つ
も
り
で

し
た
。
中
国
人
の
友
人
は
笑

い
な
が
ら「
よ
く
言
う
だ
ろ
、

中
国
人
は
四
つ
足
の
物
は
テ

ー
ブ
ル
以
外
何
で
も
食
べ
る

っ
て
。何
で
も
大
丈
夫
だ
よ
」

と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
イ

ン
ド
か
ら
の
留
学
生
の
友
人

は
「
牛
以
外
な
ら
何
で
も
大

丈
夫
だ
よ
」
と
。
イ
ス
ラ
エ

ル
か
ら
の
留
学
生
の
友
人
は

「
コ
ー
シ
ャ
ー
フ
ー
ド
が
用
意

で
き
る
か
い
？
」と
の
こ
と
。

コ
ー
シ
ャ
ー
フ
ー
ド
と
は

ユ
ダ
ヤ
教
の
戒か

い
り
つ律

に
の
っ
と

っ
た
食
事
で
、
う
ろ
こ
の
な

い
魚
は
食
べ
な
い
、
豚
肉
は

食
べ
な
い
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ

る
も
の
の
、
食
料
品
の
準
備

段
階
で
ス
ー
パ
ー
の

Ｋ

や
Ｋ

印
が
つ
い
た
食
品
な
ら
大
丈

夫
と
教
え
て
く
れ
た
の
で
す
。

肉
類
な
ど
は
戒
律
に
の
っ

と
っ
て
処
理
が
な
さ
れ
て
い

な
い
と
、
本
来
許
さ
れ
る
は

ず
の
牛
肉
、
羊
肉
も
食
べ
な

い
の
だ
と
か
。
更
に
豚
肉
の

料
理
に
使
っ
た
鍋
、
包
丁
、

ま
な
板
を
使
っ
て
調
理
す
る

こ
と
は
本
来
い
け
な
い
の
だ

が
、
熱
湯
消
毒
し
て
く
れ
れ

ば
差
し
支
え
な
い
と
も
言
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
ク
リ
ー
ム

シ
チ
ュ
ー
の
よ
う
に
乳
製
品

で
肉
を
煮
込
む
の
も「
ダ
メ
」

だ
そ
う
で
、
こ
れ
は
旧
約
聖

書
に
「
子
ヤ
ギ
の
肉
を
そ
の

母
の
乳
で
煮
て
は
い
け
な
い
」

と
あ
る
た
め
だ
そ
う
で
す
。

後
に
知
り
ま
し
た
が
ユ
ダ
ヤ

系
の
人
々
は
チ
ー
ズ
バ
ー
ガ

ー
は
食
べ
な
い
よ
う
で
す
。

妻

と

私

は
、Kosher 

cooking

ユ
ダ
ヤ
教
の
料
理

の
本
を
買
い
、
更
に
ス
ー
パ

ー
で
ど
ん
な
食
品
を
売
っ
て

い
る
の
か
を
調
べ
ま
し
た
。

驚
く
こ
と
に
生
鮮
食
品
ば
か

り
で
は
な
く
、
お
菓
子
な
ど

も
か
な
り
多
く
の
種
類
に

Ｋ

や
Ｋ

の
マ
ー
ク
が
付
い
て
い

ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
は
ユ
ダ

ヤ
人
や
ユ
ダ
ヤ
系
の
人
が

２
％
く
ら
い
居
て
、
し
か
も

国
会
議
員
の
７
～
10
％
を
占

め
て
お
り
、
ユ
ダ
ヤ
系
の
人

達
は
決
し
て
「
少
数
民
族
」

と
は
言
え
な
い
の
だ
と
改
め

て
感
じ
ま
し
た
。

結
局
、
和
食
を
出
せ
ば
良

い
と
の
結
論
に
至
っ
た
妻

は
、
野
菜
の
煮
物
や
野
菜
サ

ラ
ダ
、
そ
し
て
手
巻
き
寿
司

を
提
供
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
手
巻
き
寿
司
は
、
新
鮮

な
お
魚
は
手
に
入
ら
な
い
の

で
、
具
は
ス
モ
ー
ク
サ
ー
モ

ン
、
ア
ボ
カ
ド
、
き
ゅ
う
り
、

卵
焼
き
な
ど
で
し
た
が
。
３

人
の
友
人
に
喜
ん
で
も
ら
っ

た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。

日
本
人
も
江
戸
時
代
は
仏

教
徒
と
し
て
、建
前
で
は
「
生

臭
も
の
」
は
食
べ
な
か
っ
た

も
の
の
、
農
山
村
を
中
心
に

実
際
に
は
獣
肉
を
食
べ
て
い

た
よ
う
で
、
日
本
人
の
多
く

の
方
の
感
じ
方
の
根
底
に
は

「
宗
教
が
理
由
で
食
事
制
限

な
ん
て
」
と
い
う
潜
在
意
識

が
あ
る
よ
う
に
も
思
い
ま

す
。
自
分
自
身
こ
の
体
験
ま

で
は
そ
う
思
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
宗
教
が
元
で
戦
争

に
な
っ
た
り
命
を
奪
い
合
う

こ
と
が
起
こ
っ
て
い
る
世
界

を
見
る
と
、
宗
教
は
地
球
の

多
く
の
人
に
と
っ
て
、
と
て

も
大
切
で
あ
る
こ
と
が
よ
く

分
か
り
ま
す
。
国
際
学
会
の

公
式
食
事
会
で
も
、
通
常
お

肉
は
宗
教
上
の
禁
忌
が
ほ
と

ん
ど
な
い
羊
が
使
わ
れ
ま
す
。

更
に
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
ミ
ー
ル

も
用
意
さ
れ
ま
す
。
ベ
ジ
タ

リ
ア
ン
で
は
な
く
て
も
宗
教

上
の
戒
律
が
気
に
な
る
方
は

こ
ち
ら
を
選
ぶ
よ
う
で
す
。

も
っ
と
も
、
こ
の
時
招
待

し
た
ユ
ダ
ヤ
系
の
友
人
は
、

生
ま
れ
は
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
シ

ベ
リ
ア
地
区
で
す
。
ソ
ビ
エ

ト
軍
の
軍
医
も
経
験
し
た
後

で
イ
ス
ラ
エ
ル
に
移
民
し
た

経
歴
を
持
っ
て
い
ま
す
。
ソ

ビ
エ
ト
に
居
た
時
も
豚
肉
は

食
べ
な
か
っ
た
の
か
？
と
後

に
聞
い
た
の
で
す
が
、
「
そ

ん
な
こ
と
し
た
ら
飢
え
死
に

し
て
い
た
さ
」
と
笑
っ
て
い

ま
し
た
。 

（
一
部
省
略
）

埼玉県
埼玉県医師会誌
第843号より

食
事
の
制
限

藤
巻
　
高
光

宮城県
仙台市医師会報
No.671より

S
tay hom

e

に

ロ
ボ
ッ
ト

野
田
　
　
裕

日
　

本
　

医
　

師
　

会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

人
事
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
総
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
／ 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
広
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
・
情
報
シ
ス
テ
ム
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５
・（
会
員
情
報
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
／
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
）

医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０
・
介
護
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
医
業
経
営
支
援
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
９
・
年
金
福
祉
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９

総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
・
地
域
医
療
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
日
本
准
看
護
師
推
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
７
６
・
健
康
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８
・
健
康
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１

感
染
症
危
機
管
理
対
策
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
５
・
医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６
・
日
医
総
研 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
・
女
性
医
師
支
援
セ
ン
タ
ー（
業
務
推
進
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
０
／
女
性
医
師
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
）・
治
験
促
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
５
３
１
９
―
３
７
８
１
（
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
・
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
）
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書
籍
紹
介

「日医君」グッズ発売方法の見直しについて

検 索日医君グッズ

http://www.med.or.jp/people/info/people_info/008936.html

　日本医師会の公式キャラクターである「日医君（にちいくん）」の
グッズ販売方法を本年11月1日より、下記のように変更いたしました。
　ぜひ、この機会にグッズの購入をご検討下さい。
●日本医師会の会員に限り、送料が無料となります。
（ただし、送付先は所属医療機関に限定）
●日医君ぬいぐるみ（大）、日医君のキーホルダーに
関しては、1個からの購入が可能となります。
（その他のグッズは、5点以上のご注文をお願いします）

日本医師会ホームページ「日医君（にちいくん）」グッズ販売
※価格や購入方法等の詳細は、日本医師会ホームページをご参照下さい。

認
知
症
の
予
防
に
つ
い
て

「
発
症
を
遅
ら
せ
る
こ
と
、

認
知
症
予
防
─
読
め

ば
納
得！　

脳
を
守

る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
秘
訣
─
第
３
版

山
口
晴
保　

著

ま
た
、
発
症
後
も
進
行
を
遅

ら
せ
る
こ
と
」
と
明
示
し
た

「
認
知
症
施
策
推
進
大
綱
」

（
２
０
１
９
年
６
月
）
や
、

Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
発
表
し
た
認
知
症

リ
ス
ク
低
減
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
（
２
０
１
９
年
５
月
）
に

基
づ
く
最
新
の
考
え
方
を
踏

ま
え
、
第
３
版
で
は
、
「
な

ら
な
い
方
法
」
で
は
な
く
、

「
な
る
リ
ス
ク
を
減
ら
し
て

先
送
り
す
る
生
活
」
を
訴
え

る
姿
勢
を
よ
り
鮮
明
に
打
ち

出
し
て
い
る
。

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知

症
や
血
管
性
認
知
症
に
つ
い

て
分
か
り
や
す
く
解
説
す
る

と
と
も
に
、
第
２
版
刊
行
か

ら
の
６
年
間
で
大
き
く
進
歩

し
た
メ
タ
分
析
に
よ
る
エ
ビ

デ
ン
ス
レ
ベ
ル
の
高
い
研
究

成
果
を
多
数
盛
り
込
ん
だ
。

今
や
、
む
や
み
に
認
知
症

を
恐
れ
る
の
で
は
な
く
、
認

知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
予

防
対
策
や
、
将
来
認
知
症
に

な
っ
た
時
の
対
策
を
考
え
て

お
く
こ
と
が
大
切
な
時
代
に

な
っ
て
き
て
い
る
。

読
ん
だ
ら
す
ぐ
に
実
践
し

た
く
な
る
予
防
法
、
そ
し
て
、

健
康
な
脳
と
心
、
か
ら
だ
を

備
え
、
高
齢
期
を
豊
か
に
生

き
生
き
と
過
ご
す
術
を
学
ぶ

こ
と
の
で
き
る
一
冊
と
な
っ

て
い
る
。

定
価　

２
２
０
０
円
（
税
込
）

発
行　

協
同
医
書
出
版
社

検
診
で
使
え
る
！　

心
電
図
自
動
診
断
と

の
つ
き
あ
い
方

三
原
純
司　
　

関
口
守
衛　

著

本
書
は
症
例
提
示
に
基
づ

い
た
心
電
図
指
導
診
断
の
読

み
方
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に
加
え
、

所
見
判
定
後
、
そ
こ
か
ら
何

を
学
ぶ
べ
き
か
に
ま
で
言
及

し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
心
電
図
の

解
説
本
で
あ
る
。

そ
の
中
で
は
、
日
常
診
療

で
し
ば
し
ば
遭
遇
す
る
超
高

齢
者
の
心
電
図
の
変
化
ば
か

り
で
な
く
、
著
者
が
診
療
の

中
で
経
験
し
た
サ
ル
コ
イ
ド

ー
シ
ス
に
よ
る
意
識
消
失
の

症
例
な
ど
、
貴
重
な
臨
床
経

験
に
も
触
れ
る
な
ど
、
興
味
深

い
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

心
電
図
自
動
診
断
は
検
診

医
に
限
ら
ず
、
実
地
医
家
に

と
っ
て
も
極
め
て
有
用
な
診

断
ツ
ー
ル
で
あ
り
、
そ
の
正

確
な
解
釈
は
患
者
生
命
予
後

に
も
大
き
く
影
響
す
る
も
の

で
あ
る
。

そ
う
い
っ
た
意
味
で
も
、

知
識
の
啓
発
の
た
め
の
「
掘

失
神
は
、
複
数
の
分
野
に

及
ぶ
多
数
の
疾
患
（
て
ん
か

ん
、
脳
血
管
障
害
、
代
謝
性

疾
患
な
ど
）
と
区
別
が
つ
き

に
く
い
た
め
、
診
断
・
治
療

を
進
め
る
こ
と
が
難
し
い
。

本
書
で
は
、
一
般
内
科
、

開
業
医
を
始
め
、
救
急
外
来

で
失
神
患
者
を
診
療
す
る
研

修
医
や
若
手
医
師
、
入
院
病

棟
で
診
療
に
当
た
る
非
専
門

の
医
師
に
向
け
て
、
一
過
性

意
識
消
失
に
お
け
る
失
神
と

て
ん
か
ん
等
の
非
失
神
の
鑑

別
法
や
、
見
逃
し
て
は
い
け

な
い
心
原
性
失
神
の
リ
ス
ク

層
別
化
に
必
要
な
問
診
・
身

体
所
見
の
と
り
方
、
行
う
べ

き
検
査
と
行
う
べ
き
で
は
な

い
検
査
、
心
原
性
失
神
の
リ

ス
ク
の
高
い
失
神
と
低
い
失

神
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
違

い
、
適
切
な
診
療
科
へ
の
紹

介
、
そ
の
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア

ッ
プ
ま
で
が
具
体
的
に
解
説

さ
れ
て
い
る
。

失
神
診
療
の
エ
キ
ス
パ
ー

ト
で
あ
る
著
者
の
エ
ッ
セ
ン

ス
が
詰
ま
っ
て
お
り
、
失
神

診
療
の
進
め
方
を
初
歩
か
ら

学
べ
、
身
に
付
け
ら
れ
る
一

冊
と
な
っ
て
い
る
。

定
価　

３
３
０
０
円
（
税
込
）

発
行　

文
光
堂

失
神
外
来
を
始
め
よ

う！失神
の
リ
ス
ク
評
価
の

考
え
方
・
進
め
方

古
川
俊
行　

著

り
下
げ
解
説
」
だ
け
で
な
く
、

「
お
さ
ら
い
講
義
」
も
記
載

す
る
な
ど
、
基
礎
的
事
項
か

ら
最
新
の
情
報
ま
で
を
把
握

で
き
る
本
書
は
、
心
電
図
検

診
に
関
わ
る
医
師
だ
け
で
な

く
、
研
修
医
、
内
科
医
、
循

環
器
専
門
医
な
ど
に
、
広
く

お
薦
め
し
た
い
一
冊
と
な
っ

て
い
る
。

定
価　

３
３
０
０
円
（
税
込
）

発
行　

南
山
堂
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令
和
２
年
度
家
族
計
画
・

母
体
保
護
法
指
導
者
講
習
会

◆
主
催
：
日
本
医
師
会
、
厚

生
労
働
省

◆
日
時
：
12
月
５
日
（
土
）

午
後
１
時
～
３
時
30
分

◆
場
所
：
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

と
し
、
都
道
府
県
医
師
会
館

で
受
講 

◆
参
加
費
：
無
料

◆
申
込
方
法
：
都
道
府
県
医

師
会
を
通
じ
て
行
う

◆
申
込
締
切
：
11
月
20
日

（
金
）

◆
主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
：

・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

テ
ー
マ
「
暴
力
か
ら
女
性
・

母
性
を
ま
も
る
た
め
に
」

（
１
）
性
暴
力
被
害
と
妊
娠

に
つ
い
て
よ
り
一
層
の
理
解

を
深
め
る
た
め
に
（
仮
）（
種

部
恭
子
富
山
県
医
師
会
常
任

理
事
）

（
２
）
日
常
生
活
の
中
に
お

け
る
暴
力
と
妊
娠
に
つ
い
て

①
妊
娠
中
絶
の
選
択
を
し
た

場
合
の
理
解
と
、
寄
り
添
う

べ
き
身
体
的
・
心
理
的
問
題

点
に
つ
い
て
（
仮
）
（
石
渡

勇
日
本
産
婦
人
科
医
会
副
会

長
）

②
妊
娠
中
絶
の
選
択
を
し
た

場
合
の
理
解
と
、
配
慮
す
べ

き
法
律
的
問
題
点
と
そ
の
対

応
に
つ
い
て
（
仮
）
（
児
玉

安
司
新
星
総
合
法
律
事
務
所

医
師
／
弁
護
士
）

（
３
）
指
定
発
言
─

行
政
の

立
場
か
ら
（
最
近
の
母
子
保

日
本
医
師
・
従
業
員
支
部 

案
内

　医療機関での診療用放射線に係る安全管理体制につ
いて、今年度より安全利用のための研修の実施が必要
になりました。
　日本医師会の公式YouTube（https://www.youtube.
com/channel/UCrZ632iTbtYlZ5S2CtGh6rA） には、日
本医師会監修により、厚生労働科学研究費を用いた研
究班が作成した「診療用放射線の利用に係る安全な管
理の研修」の動画3編を掲載しておりますので、ぜひ、
ご活用願います。

ご活用下さい！！

本
年
１
月
～
11
月
初
め
に

基
金
掛
金
の
納
付
を
し
た
加

入
員
に
、
10
月
下
旬
、
「
社

会
保
険
料
控
除
証
明
書
」
の

送
付
を
行
っ
た
。
手
元
に
届

い
て
い
る
か
確
認
頂
き
た
い
。

加
入
後
、
初
回
の
掛
金
引

き
落
と
し
が
12
月
の
方
に

は
、後
日
送
付
さ
れ
る
の
で
、

し
ば
ら
く
お
待
ち
頂
き
た
い
。

国
民
年
金
基
金
の
掛
金

は
、
税
制
上
、
全
額
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
、

所
得
税
・
住
民
税
が
軽
減
さ

れ
る
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
。今

後
、
年
末
調
整
や
確
定

申
告
の
際
に
は
、
社
会
保
険

料
控
除
証
明
書
を
忘
れ
ず
に

利
用
し
て
頂
き
た
い
。

ま
た
、
社
会
保
険
料
控
除

証
明
書
に
は
、
本
年
の
基
金

掛
金
の
納
付
状
況
の
詳
細
の

他
、
加
入
の
年
金
の
型
、
口

数
、
掛
金
月
額
な
ど
も
詳
し

く
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

不
確
実
な
将
来
に
備
え

て
、
国
民
年
金
基
金
の
役
割

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

機
会
に
、
加
入
の
内
容
を
見

直
し
、
税
制
優
遇
措
置
の
活

用
に
も
な
る
増
口
等
を
検
討

頂
き
た
い
。

問
い
合
わ
せ
は
、
基
金
事

務
局
（

０
１
２
０
─

７
０

０
６
５
０
）
ま
で
。

社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
を
確
認
下
さ
い

　日本医師会ホームページ・メンバーズルームにアクセ
スする際に必要となるアカウント（ユーザIDとパスワー
ド）のうち、「パスワード」が任意に変更できるように
なりました。

＜変更方法＞
①変更をご希望の先生は、日本医師会のホームページ

　https://www.med.or.jp/pw/

　�にアクセスし、ユーザID（会員ID）、医籍番号、メー
ルアドレスを入力した上で、メールを送信して下さい。

②�ご入力頂いたメールアドレスに手続き用のメールをお
送りしますので、受信後、24時間以内にメール記載
のURLからパスワードの再設定を行って下さい。

　お手数をお掛けしますが、よろしくお願いいたします。

問い合わせ先：日本医師会情報システム課　 mailm@po.med.or.jp

日本医師会ホームページ・メンバーズルームのパスワードが変更可能に！
https://www.med.or.jp/pw/

健
行
政
の
動
き
（
小
林
秀
幸

厚
生
労
働
省
子
ど
も
家
庭
局

母
子
保
健
課
長
）

◆
問
い
合
わ
せ
先
：

日
本
医
師
会
健
康
医
療
第
２

課
〔

03
─

３
９
４
２
─

８
１

８
１
（
直
）〕

※
参
加
者
に
は
、
日
本
医
師

会
生
涯
教
育
制
度
２
単
位
Ｃ

Ｃ
０
（
そ
の
他
）
が
付
与
さ

れ
る
。

※
日
本
産
科
婦
人
科
学
会
の

単
位
は
現
在
、
申
請
中
で
あ

る
。

※
日
本
産
婦
人
科
医
会
の
参

加
証
は
、
医
会
シ
ー
ル
を
後

日
郵
送
す
る
。
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新型コロナウイルス感染症対応医療従事者支援制度
新型コロナウイルス感染症と向き合う医療従事者を守るために

　医療機関で働く医療従事者は、自身が感染する、感染の媒介者になるかも知れないという不安の中、患者の治療に従事しています。「新型コロナウイルス感染症対応
医療従事者支援制度」は医療現場の最前線で働く医療従事者が安心して働けるよう、そして医療提供体制をしっかりと維持して頂けるために新たに創設した制度です。

医療機関（開設者、管理者）の皆様へ

本制度の目的
日本医師会では新型コロナウイルス感染症が拡大した4月から、治療の
最前線で使命をもって働く医療従事者が万一感染した場合であっても一定
の収入が補償されることが必要であるとして、各医療団体のご協力を頂き
ながら、国に対して医療従事者に対する支援を要望してきました。
今般、国の「医療資格者等の労災給付の上乗せを行う医療機関への補助」
が決定したことに伴い、「新型コロナウイルス感染症対応医療従事者支援
制度」を創設することとなりました。本制度は国の補助に加えて日本医師
会他、医療団体からの補助を活用することにより、医療機関がより少ない
負担で医療従事者に対する補償を行うことができる仕組みとしています。
新型コロナウイルス感染症への対応を行う医療機関においては、医療従
事者に万一罹患した場合の収入面の不安を少しでも解消してもらい、安心
して医療に取り組んで頂くためのサポートを少ない負担でできる、メリッ
トの大きい制度となっており、加入されることをお勧めするとともに、多
くの医療機関が加入することを期待します。

加入できる医療機関
日本国内の病院、診療所（歯科診療所を含む）、助産所、訪問看護ステ
ーションです。
　※病院・診療所については保険医療機関となります。

補償の対象
政府労災保険等に加入している医療機関の医療従事者（被用者）
　※�医療法人の代表者・役員、個人事業主は、政府労災保険の特別加入者とな
ることにより、補償の対象となります。

　�※公務員災害補償法等の対象とする公務員も補償対象となります（国家公務員を除く）。
本制度への加入に当たっては、「すべての医療従事者を補償対象とする」 

「医療資格者のみを補償対象とする」を選択することができます。

実質的な保険料負担額 ※国や医療団体からの補助適用後

年間保険料（医療従事者1名あたり）1,000円
医療機関の区分 医療資格者※ 左記以外

新型コロナウイルス感染症
対応医療機関※

無料
※国と医療団体の補助金充当 1,000円

上記以外の医療機関 500円
※医療団体の補助金充当 1,000円

　※�本制度は「令和2年度新型コロナウイルス感染症対応医療機関労災給付上乗
せ補償保険加入支援事業」の対象となります。

　※�「新型コロナウイルス感染症対応医療機関」「医療資格者」の定義は上記支
援事業の規定に準じます。

　※本制度の保険料の一部には医療団体からの補助が適用されます。

本制度の特長
医療従事者が新型コロナウイルス感染症に罹患して休業した場合の補償
医療従事者が、業務に起因して新型コロナウイルス感染症に罹患した場
合に、労災保険からの給付に加えて、休業補償一時金を補償します。また、
万一死亡した場合には、死亡補償一時金をお支払いすることにより医療従
事者を支援し、その家族の経済的負担を補償します。
新型コロナウイルス感染症に限定した労災補償上乗せ保険
業務災害の原因を新型コロナウイルス感染症に限定することにより、医
療機関にとって加入しやすい保険料設定になっています。
国の補助・医療団体の補助が利用可能
加入する医療資格者の保険料については、国の補助（医療資格者の労災
給付の上乗せを行う医療機関への補助）、医療団体からの補助を利用する
ことにより、医療機関の負担を更に軽減しています。
簡単な加入手続き
インターネットから加入手続きができます。国の補助申請についても制
度運営機関を経由して行います。

補償内容

新型コロナウイルス感染症の罹患により
4日以上の休業を行った場合 20万円を給付
新型コロナウイルス感染症の罹患により
死亡した場合 500万円を給付
　※政府労災保険等の認定が必要となります。
　※保険開始期以降に新型コロナウイルス感染症を発症した場合が対象となります。

募集期間と保険期間

申し込み方法と問い合わせ
加入申し込みについては、日本医師会ホームページ医療従事者支援制度

特設サイトからの手続きとなります（特設サイトは11月9日（月）開設予定）。
　※制度の詳細については以下をご覧下さい。
【日本医師会ホームページ

▲

医師のみなさまへ

▲

その他

▲

新型コロナウイ
ルス感染症対応医療従事者支援制度】

2020年11/9～2020年11/25 2020年12/1～2021年12/1

2020年11/26～2020年12/23 2021年1/1～2022年1/1

2021年1/26～2021年2/15 2021年3/1～2022年3/1

2020年12/24～2021年1/25 2021年2/1～2022年2/1

募集期間 保険期間

12月1日より開始
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